私たちのくらしと選挙
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＜政治の主役は私たち＞
	選挙ってどうして大切なんだろう？


私たちは、家族、学校、町内など周りの様々な人々と関わりながら生活をしています。そして、誰もが安心して、安全な街で楽しく生活をしたいと考えています。その思いを実現するために、公共施設の整備や、福祉や医療などのあり方について、みんなで話し合い解決していくこと、それが「政治」です。

でも、いろいろな考え方を持った人たちが全員で集まって、話し合うことは大変難しいことです。そこで、現在は、「選挙」で私たちの代表を選び、その代表により私たちの生活に関係する「政治」が行われています。私たちは、「選挙」を通して「政治」を行う代表を選ぶことができますので、「選挙」に参加することはとても大切なことなのです。

＜選挙の種類＞
	私たちに代わって、私たちのために政治を行う代表を選ぶ選挙には

どのようなものがあるのだろう？


選挙には、国の政治に関することを決める衆議院議員、参議院議員といった国会議員を選ぶ選挙や、私たちが住んでいる大阪府、市町村の政治に関することを決める知事や議員、市町村長などを選ぶ地方選挙があります。私たちの代表を選挙で選ぶための権利を「選挙権」、代表に選ばれるために選挙に立候補する権利を「被選挙権」といい、次のように決められています。
○選挙権　　　満18歳以上の日本国民です。なお、選挙権の年齢は長年満20歳以上とされていましたが、平成27年6月、国会で法律が改正され、満18歳以上に引き下げられました。地方選挙の場合には、その地域に３か月以上住んでいることが必要です。

○被選挙権　　参議院議員・都道府県知事 は満30歳以上の日本国民です。
衆議院議員・市町村長は満25歳以上の日本国民です。
都道府県議会議員・市町村議会議員は満25歳以上の日本国民で、その議会議員の選挙権をもっていることが必要です。
＜選挙のしくみ＞

	選挙権と被選挙権については、わかったけど、じゃあ選挙ってどうやってやるの？


投票日を決めます

選挙を行うことが決まったら、最初に投票日を決めます。国会議員を選ぶ選挙については、内閣が決めます。知事、市町村長などを選ぶ地方選挙については、都道府県、または市町村の選挙管理委員会が決めます。

〔豆知識〕選挙が明るく正しく行われるために、選挙管理委員会が都道府県及び市区町村に設置されています。

公示・告示と立候補

選挙があることを、みんなに知らせることを、選挙の公示または告示といいます。立候補したい人は、公示日または告示日に、その選挙を管理する選挙管理委員会に立候補のための書類を届け出ます。

選挙運動
立候補のための届け出が終わると、候補者は選挙運動をすることができます。

〔選挙クイズ①〕いつになったら投票ってできるの？
１　社会人になったら　　２　中学生から　　３　18歳から　４　25歳から
☆選挙クイズ①の答え　３
＜投　　票＞
	選挙運動によって候補者のことがわかったけど、投票はどのようにするのだろう？


投票所では、次のような順序で投票が行われています。

１　投票所入場券を持って投票所へ行きます。

２　投票所入場券を出して、受付で本人かどうかの確認を受けます。

３　投票用紙をもらいます。

４　決められた場所で投票用紙に候補者一人の名前を書き込みます。

（選挙によっては政党等の名称を書くこともあります。）

５　投票箱へ投票用紙を入れます。

（投票日に用事のある人は、投票日前に投票を行う期日前投票ができます。）

〔豆知識〕次のような投票方法もあります！

○点字投票・・・・視覚に障がいのある人は、点字で投票ができます。

○代理投票・・・・病気やけがなどで字が書けない人については、代わりの人が投票を記載する代理投票の制度があります。

＜当　　選＞

	投票時間が終わったら、どうやって当選が決まるのだろう？


①　投票が終了すると、それぞれの投票所で投票箱にかぎをかけ、開票所に運びます。

②　開票所では、全ての投票箱をあけ、投票用紙を混ぜてから各候補者の得票を数えていきます。

③　開票が全て終了し、各候補者の得票数が全て計算された結果、得票数が多い
　順に当選人が決まります。
〔選挙クイズ②〕同点の候補者がいた場合どうやって当選人をきめるの？

１　もう一度、選挙をやり直す　　２　年上の人が当選人となる　
３　じゃんけんで決める　　４　くじで決める
☆選挙クイズ②の答え　４
＜みんなで投票に行こう！＞

	選挙は国民の思いを政治に伝えるチャンスです。でも今、２人に１人が選挙に行っていません。このまま投票しない人が増えると、どういうことになるのでしょうか？

みなさんで考えてみてください。


投票率は、投票することができる人のうち、どのくらいの人が実際に投票をしたのかを表すものです。
全国の投票率と大阪府の投票率を比べてみましょう。

○参議院議員通常選挙の投票率〔選挙区〕
	実施年
	昭和22年
	昭和25年
	昭和28年
	昭和31年
	昭和34年
	昭和37年
	昭和40年
	昭和43年

	大阪府

投票率（％）
	59.36
	71.58
	51.27
	52.46
	48.11
	61.33
	64.56
	62.58

	全国

投票率（％）
	61.12
	72.19
	63.18
	62.11
	58.75
	68.22
	67.02
	68.94

	

	昭和46年
	昭和49年
	昭和52年
	昭和55年
	昭和58年
	昭和61年
	平成元年
	平成4年
	平成7年

	54.01
	65.69
	62.56
	67.38
	56.99
	66.46
	62.47
	49.96
	38.26

	59.24
	73.20
	68.49
	74.54
	57.00
	71.36
	65.02
	50.72
	44.52


	平成10年
	平成13年
	平成16年
	平成19年
	平成22年
	平成25年
	平成28年
	令和元年
	令和４年

	59.53
	53.33
	53.18
	55.81
	56.35
	52.72
	52.23
	48.63
	52.45

	58.84
	56.44
	56.57
	58.64
	57.92
	52.61
	54.70
	48.80
	52.05


○令和４(2022)年７月10日執行第26回参議院議員通常選挙における年齢別投票率（抽出調査）〔全国平均〕

	年　齢

(歳)
	18
～19
	20

～24
	25

～29
	30

～34
	35

～39
	40

～44
	45

～49
	50

～54
	55

～59
	60

～64
	65

～69

	投票率

計（％）
	35.42
	30.75
	37.26
	43.77
	45.68
	48.75
	52.49
	55.03
	59.93
	64.03
	67.25


	70

～74
	75

～79
	80

～

	66.48
	64.20
	42.91


少子高齢化で若者の負担が増えていくと言われているのに、若者の投票率が低いままだと若者の意見が政治にいかされなくなってしまいます。
〔選挙クイズ③〕令和４（2022）年７月10日執行第26回参議院議員通常選挙に
かかったお金は、全国でいくらかな？

１　約６億2,100万円　　　２　約62億円　　３　約621億円　　
☆選挙クイズ③の答え　３
この冊子に関するお問い合わせ先

大阪府選挙管理委員会　電話06-6944-9118
